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市
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

南
国
市
は
、
市
制
施
行
五
〇
年
を
越
え
、
昨
年
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
飛
躍
の
年
で
し
た
。
混
迷
を
極
め
る
国
政
の
影
響
を
受
け
、
地
方
経
済
は
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
自
民
党
政
権
時
代

の
経
済
危
機
対
策
交
付
金
や
、
民
主
党
政
権
誕
生
後
の
新
た
な
国
の
制
度
の
活

用
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
私
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
春
完
成
す
る
香
長
中
学
校
校
舎
改
築
に
よ
っ
て
、
市

内
の
義
務
教
育
施
設
で
あ
る
全
小
中
学
校
の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
す
。
今
後
は
、

保
育
所
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
所
と
な
る
公
民
館
の
耐
震
化
に
、
順
次
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
健
康
の
問
題
も
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、
新
た
に
子
宮
頸
が

ん
や
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
、

各
種
予
防
接
種
費
用
の
助
成
・
無
料
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
お
い
て
も
、
環
境
対
策
、
都
市
基
盤
整
備
、
産
業
振
興
対
策
、
少

子
高
齢
化
対
策
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
住
み
や
す
い
、
そ
し
て
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
政
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
一

年
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

南
国
市
長　

橋
詰　

壽
人　
　

市
民
と
と
も
に
住
み
や
す
い

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

1
３
日　

成
人
式

４
日　

体
育
始
め

６
日　

消
防
出
初
め
式

17
日　

駅
伝
競
走
大
会

31
日　

全
国
鍋
大
会
で
「
ご
め
ん
シ
ャ
モ

　
　
　

研
究
会
」
の
シ
ャ
モ
鍋
が
優
勝

31
日　

梅
見
会

2
３
日　

地
域
安
全
祈
願
・
節
分
ま
つ
り

７
日　

国
分
川
の
シ
バ
焼
き

3
28
日　

貫
之
さ
く
ら
ま
つ
り

31
日　

長
岡
東
部
保
育
所
閉
所
式

8
７
日　

土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
祭
り

19
・
21
日　

香
長
中
女
子
柔
道
部
が
全
国

　
　
　
　
　

大
会
で
個
人
優
勝
や
団
体
３

　
　
　
　
　

位
な
ど
好
成
績

9
１
日　

震
災
訓
練

１
日　

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

10
10
日　

白
木
谷
八
京
四
方
竹
祭
り

10
日　

な
ん
こ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｙ

12
日　

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ほ
ろ
ば
畑
」

　
　
　

オ
ー
プ
ン

16
日　

空
の
駅
「
な
ん
こ
く
ま
ほ
ら
」

　
　
　

オ
ー
プ
ン
１
周
年

１
年
を

　

振
り
返
る
20102010
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
十
一
月
の
議
長
就
任
以
来
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
議
会
運
営

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
て
、
南
国
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
国
に
お
い
て
は
国
内
政
策
、
外
交
政
策
と
も
に
極
め
て
厳
し
い
国
会

運
営
が
続
き
、
国
民
生
活
に
も
大
き
く
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
限
ら
れ
た
財
源
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
で
は
、
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
対
策
、
防
災
対
策
、
産
業
振
興
、
都
市
基
盤
整
備
な
ど
に
積

極
的
な
展
開
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
市
民
生
活
の
安
定
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
的
確
か
つ
機
を
逸
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
な
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
南

国
市
を
築
く
た
め
に
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
議
会
活
動
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
本
年
が
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
議
員
一
同
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

南
国
市
議
会
議
長　

浜
田　

幸
男　
　

機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
的
確
に

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

4
３
・
４
日　

岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り

８
日　

新
移
動
図
書
館
車
「
た
ち
ば
な
２
号
」

　
　
　

を
導
入

10
日　

県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
リ
ニ
ュ
ー

　
　
　

ア
ル
オ
ー
プ
ン

18
日　

白
木
谷
八
京
た
け
の
こ
祭
り

5
16
日　

こ
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ
in
久
礼
田

22
日　

長
宗
我
部
フ
ェ
ス

6
12
日　

長
岡
小
学
校
新
体
育
館
落
成

13
日　

一
斉
清
掃

26
日　

高
知
農
高
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
店

7
18
日　

道
の
駅
南
国
「
風
良
里
」
オ
ー
プ

　
　
　

ン
11
周
年
記
念
感
謝
祭

29
日　

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

　
　
　

３
名
が
赴
任

16
日　

高
知
龍
馬
空
港
「
空
の
日
」

　
　
　

イ
ベ
ン
ト

16
～
18
・
24
日　

文
化
祭

11
３
日　

市
民
賞
授
与
式

３
日　

商
工
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典

７
日　

土
佐
日
記
つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り

７
日　

ハ
ガ
キ
で
ご
め
ん
な
さ
い

　
　
　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

13
日　

大
篠
保
育
園
10
周
年
記
念
式
典

14
日　

才
谷
村
龍
馬
祭

19
日　

高
知
農
業
高
校
創
立
120
周
年

　
　
　

記
念
式
典

21
日　

岡
豊
小
学
校
創
立
100
周
年

　
　
　

記
念
式
典

22
日　

技
能
功
労
者
表
彰
式
典

12
１
日　

共
通
商
品
券
「
エ
コ
エ
コ
」
販
売

２
日　

電
気
自
動
車
運
行
開
始
式

12
～
19
日　

美
術
展
覧
会

18
日　

健
康
な
ん
こ
く
☆
き
ら
り
☆

　
　
　

フ
ェ
ア

新春あいさつ



広報なんこく１月号�

　12月12日から19日までの８日間、第50回南国市美術
展覧会がスポーツセンターで開催されました。
　一般の部は漫画32点、デザイン４点、彫塑・工芸29
点、洋画33点、写真96点、日本画８点、書道67点の計
269点の作品の中から、50回目を記念して特設された
「市展大賞」７点、特選８点、褒状15点、奨励賞25点、
入選146点が選ばれました。
　また、幼児・児童・生徒の部では、７部門11,033点
の作品の中から、特選405点、入選3,924点が選ばれま
した。
＊紹介は一般の部。各部門、市展大賞作品の写真を掲載
　しています。

■
市
展
大
賞

　

「
漁
港
の
片
隅
」

　

中
島
和
男
（
国
分
）　

■
特
選

　

「
石
灰
工
場
」

　

溝
渕
民
（
高
知
市
）　

■
褒
状

　

太
田
和
雄
（
香
南
市
）

　

武
市
博
明
（
十
市
）　

■
奨
励
賞

　

河
崎
昭
子
（
大
埇
甲
）

　

岩
原
世
子
（
白
木
谷
）

　

佐
竹
涼
（
大
埇
乙
）

　

鈴
木
伸
一
郎
（
香
美
市
）　

■
審
査
員
／
田
島
栄

洋　

画

■
市
展
大
賞

　

「
月
籠
秋
」
島
内
秋
草
（
物
部
）　

書　

道

日
本
画

■
市
展
大
賞

　

「
桜
」
松
岡
知
佐
（
稲
生
）

■
特
選

	

「
太
古
の
海
」

　

山
岡
美
恵
子
（
駅
前
町
）　

■
褒
状

　

中
沢
猛
男
（
十
市
）　

■
奨
励
賞

　

曽
我
祝
子
（
十
市
）

■
審
査
員
／
市
川
雅
彦

南　国　市　美　術　展　覧　会南　国　市　美　術　展　覧　会

▲「漁港の片隅」中島和男（国分）

▲「桜」松岡知佐（稲生）

▲
「
月
籠
秋
」
島
内
秋
草
（
物
部
）

NANKOKU C ITY  ART  EXH IB IT IONNANKOKU C ITY  ART  EXH IB IT ION

■
特
選

　

「
自
薊
北
帰
」

　

古
田
紅
岳
（
岡
豊
町
八
幡
）

「
五
言
律
詩
二
首
」

　

坂
本
明
翠
（
小
籠
）

■
褒
状

　

筒
井
寿
子
（
大
埇
甲
）

　

北
村
咲
鶴
（
久
礼
田
）

　

櫻
井
誠
子
（
高
知
市
）

　

山
下
香
蘭
（
土
佐
清
水
市
）　

■
奨
励
賞

　

澤
谷
清
辰
（
大
埇
甲
）

　

耕
﨑
水
葉
（
高
知
市
）

　

井
上
輝
月
（
大
埇
乙
）

　

山
岡
草
春
（
里
改
田
）

　

岩
原
敬
子
（
大
埇
甲
）

■
審
査
員
／
大
野
祥
雲　
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写　

真

■
市
展
大
賞

　

「
射
」
藤
田
威
佳
志
（
物
部
）

■
特
選

　

「
夫
婦
」
山
本
順
子
（
緑
ヶ
丘
）

「
何
を
、
見
て
る
の
」

　

徳
弘
泰
夫
（
高
知
市
）　

彫
塑
・
工
芸

■
市
展
大
賞

　

「
茶
碗
」
橋
詰
明
儀
（
久
枝
）

■
特
選

　

「
少
女
像
」
米
田
實
（
大
埇
甲
）

デ
ザ
イ
ン

■
市
展
大
賞

　

「
展
示
会
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

／
バ
イ
オ
ル
ミ
ネ
セ
ン
ス
」

　

德
平
瑶
子
（
香
南
市
）　

■
褒
状

	

玉
造
義
隆
（
立
田
）　

■
奨
励
賞

　

石
川
雅
義
（
立
田
）　

■
審
査
員
／
松
井
大
洲

漫　

画

■
市
展
大
賞

	

「
キ
ャ
ン
バ
ス
」

　

横
山
桃
子
（
岡
豊
高
校
３
年
）

■
特
選

	

「
帰
り
道
」

　

正
木
愛
香
（
岡
豊
高
校
３
年
）

■
褒
状

　

近
澤
真
菜
美
（
岡
豊
高
校
２
年
）

松
下
智
香
（
浜
改
田
）　

■
奨
励
賞

	

中
西
や
ま
ね
（
岡
豊
高
校
１
年
）

南　国　市　美　術　展　覧　会南　国　市　美　術　展　覧　会第50回第50回

▲「射」藤田威佳志（物部）

▲「茶碗」橋詰明儀（久枝）

▲「展示会のためのポスター／バイオ
　ルミネセンス」德平瑶子（香南市）

▲

「
キ
ャ
ン
バ
ス
」
横
山
桃
子
（
岡
豊
高
校
３
年
）

NANKOKU C ITY  ART  EXH IB IT IONNANKOKU C ITY  ART  EXH IB IT ION

■
褒
状

　

岡
村
昌
之
（
大
埇
甲
）

　

山
本
彰
（
緑
ヶ
丘
）

　

春
田
序
典
（
芸
西
村
）

■
奨
励
賞

　

美
崎
節
典
（
植
野
）

　

岡
田
美
智
子
（
浜
改
田
）

　

杉
本
承
一
（
立
田
）

　

濱
田
幸
雄
（
高
知
市
）

　

竹
中
浩
（
国
分
）

　

吉
村
謙
一
郎
（
浜
改
田
）　

■
審
査
員
／
恒
石
晃
志

　
　
　
　
　

土
居
賢
一

■
褒
状

　

平
田
謙
二
（
い
の
町
）

　

吉
本
忠
之
（
植
田
）

■
奨
励
賞

　

福
重
留
美
（
稲
生
）

　

吉
良
真
由
美
（
大
埇
甲
）

　

吉
永
武
志
（
田
村
乙
）

　

菅
沼
朋
子
（
大
埇
甲
）

■
審
査
員
／
西
邨
滋

　

冨
永
恵
（
岡
豊
高
校
２
年
）

　

藤
田
夏
未
（
岡
豊
高
校
３
年
）

　

半
田
国
夫
（
陣
山
）

■
審
査
員
／
岩
神
義
宏　
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災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
を
９
月
12
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
各
防
災
会
よ
り
184
名
の

参
加
を
得
て
、
日
本
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
の
渥
美
先
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
日
常
生

活
、
地
域
行
事
が
防
災
で
あ
る
と

位
置
付
け
た
「
い
つ
も
防
災
」
の

視
点
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

津
波
災
害
講
演
会

　

11
月
21
日
に
、
大
湊
地
区
防
災

連
合
会
と
の
協
働
の
取
り
組
み
と

し
て
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
の

都
司
先
生
に
よ
る
津
波
災
害
の
講

演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
南
海

地
震
の
震
度
や
次
の
南
海
地
震
に

つ
い
て
の
講
演
で
、
津
波
の
恐
ろ

し
さ
や
避
難
の
必
要
性
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

津
波
避
難
施
設
の
建
設
計
画

　

津
波
避
難
対
策
と
し
て
は
、
南

部
市
民
館
敷
地
に
緊
急
津
波
避
難

所
と
し
て
、
避
難
行
動
に
時
間
を

要
す
る
人
の
た
め
に
、
100
名
程
度

の
人
員
が
収
容
で
き
る
避
難
施
設

の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

防
災
対
策

 

「
い
つ
も
防
災
」
の
学
習

　

在
住
外
国
人
向
け
防
災
訓
練

　

11
月
13
日
に
、
高
知
県
国
際
交

流
協
会
お
よ
び
南
国
市
国
際
交
流

協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
平
成
22

年
度
南
国
市
在
住
外
国
人
向
け
防

災
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
時
要
援

護
者
で
あ
る
外
国
人
に
対
し
て
、

消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
と
災
害

時
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー
が
協
力
し
て

各
国
の
言
語
に
翻
訳
し
、
止
血
方

法
や
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
使

用
方
法
を
教
え
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
３
カ
年
の
中

期
財
政
収
支
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

確
実
に
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
22
年
度
決
算
で
は
、
国

財
政
状
況

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

　

最
大
の
行
政
効
果
を

の
経
済
対
策
に
伴
う
繰
り
越
し
事

業
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
同
様
、

決
算
額
が
200
億
円
を
超
え
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
来
年
度
財
政
収
支
の
見

込
み
は
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
市

税
収
入
は
昨
今
の
厳
し
い
経
済
情

勢
を
受
け
、
ま
た
、
地
方
交
付
税

も
国
の
仮
試
算
で
は
本
年
度
比
0.2

％
減
と
な
る
な
ど
、
両
税
と
も
減

少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
歳
出

に
お
い
て
は
、
生
活
保
護
費
や
医

療
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増
な

ど
、
義
務
的
経
費
の
増
大
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
焦
点
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
一
括
交

付
金
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針

が
ま
だ
明
確
と
な
っ
て
い
な
く
、

か
つ
て
の
三
位
一
体
改
革
の
よ
う

に
地
方
財
源
の
大
幅
な
削
減
と
な

ら
な
い
よ
う
、
全
国
市
長
会
な
ど

を
通
じ
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

来
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
引

き
続
き
あ
ら
ゆ
る
歳
入
歳
出
の
見

直
し
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
最
大
の
行
政
効
果
を
上
げ
る

べ
く
、
将
来
に
向
け
た
都
市
基
盤

整
備
、
産
業
振
興
対
策
、
教
育
・

子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
、
地

震
・
防
災
対
策
、
健
康
対
策
、
環

境
対
策
の
６
点
を
重
点
施
策
に
掲

げ
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
す
。

　橋詰壽人市長は各議案の提案説明に先立ち、「本市で初めて導入した電気自動車は、12月
２日に運用を開始しました。開始式は、次代を担う子どもたちの環境意識の向上を図るとと
もに、本市のキャラクターである『しょうがちゃん』『センベちゃん』を考案していただいた、
やなせたかし先生の母校でもある後免野田小学校で盛大に行われました。この電気自動車に
は、『環境に優しいまちづくり　エコシティなんこく』の文字とそれぞれのマスコットを車
体に描いており、環境問題の提起やキャラクターの情報発信も兼ねています。今後の活用と
しては、小・中学校をはじめ生涯学習での啓発事業や市主催行事への使用など、動く看板と
して積極的に環境に優しいまちづくりをアピールしていきます。また、９月の市議会定例会
で議決された定住自立圏の形成に関する協定について、10月６日に高知市と締結しました。
定住自立圏の将来像や協定に基づき推進する具体的な取り組み内容について、受田高知大学
副学長が座長を務める定住自立圏共生ビジョン懇談会により、11月４日から３回の懇談会を
重ね、検討されました。その検討された内容を受け、中心市である高知市が高知中央広域定
住自立圏共生ビジョンを策定しました。このビジョンは、高知市、南国市、香南市、香美市
の４市における将来像の実現に向けた具体的な取り組みを示していますので、ご報告します」
と述べた後、主要な課題について報告しました。（内容は、あらましです）

12 月 議 会
市 政 報 告12月３日12月３日 第350回　市議会定例会
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市
長
と
市
政
を
語
る
会

　

市
内
８
地
区
で
開
催

　

市
長
自
ら
、
市
民
と
市
政
に
つ

い
て
直
接
話
し
合
う
機
会
も
、
ま

た
、
市
民
一
人
一
人
の
声
を
聞
く

機
会
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
公
民
館
を
単
位
と
し
て
、
７
月

24
日
の
国
府
地
区
を
皮
切
り
に
、

市
内
８
地
区
の
公
民
館
で
市
政
を

語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
地

区
の
課
題
を
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
ご
意
見
、
ご

要
望
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
市
政

運
営
の
参
考
に
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

今
後
も
適
正
な
事
業
の
運
営
を

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
の
本
市

の
総
医
療
費
は
74
億
８
千
695
万
４

千
円
で
あ
り
、
被
保
険
者
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
114
万
８
千
円
で
、

県
内
の
自
治
体
の
中
で
は
５
番
目

に
高
い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１

人
当
た
り
の
保
険
料
は
５
万
９
千

649
円
で
、
そ
の
収
納
率
は
99.6
％
で

す
。
今
後
と
も
適
正
な
事
業
運
営

が
行
わ
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

水
田
対
策
施
策

　

戸
別
所
得
補
償
制
度

　

本
年
は
、
台
風
の
襲
来
や
豪
雨

な
ど
の
災
害
は
な
か
っ
た
が
、
夏

期
に
異
常
な
高
温
が
長
期
に
続
き
、

早
期
米
の
品
質
低
下
や
酪
農
に
お

け
る
乳
量
、
乳
質
の
低
下
な
ど
、

農
畜
産
物
に
大
き
な
影
響
が
あ
り

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
モ
デ
ル
対
策
と

し
て
実
施
し
た
戸
別
所
得
補
償
対

策
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
の
加
入

件
数
は
131
万
９
千
845
件
で
あ
り
、

米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響
は
、

過
剰
作
付
け
の
面
積
が
１
万
へ
ク

タ
ー
ル
程
度
縮
小
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
10

月
末
現
在
で
加
入
件
数
978
件
と
、

制
度
は
異
な
る
も
の
の
前
年
よ
り

280
件
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
水
稲

作
付
け
面
積
は
、
水
稲
共
済
加
入

面
積
で
前
年
比
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

原
因
の
一
つ
に
は
、
助
成
の
要
件

変
更
に
伴
い
、
中
小
の
自
給
的
農

家
の
参
加
が
減
少
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

同
制
度
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

法
制
化
し
本
格
実
施
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
制
度
の
内

容
が
示
さ
れ
て
い
な
く
、
市
長
会

な
ど
を
通
じ
、
早
急
に
詳
細
を
示

し
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。

秋
の
イ
ベ
ン
ト

　

土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
ウ
オ
ー
ク

　

つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り

　

才
谷
村
龍
馬
祭
＆
シ
ャ
モ
鍋

　

10
月
31
日
に
、
高
知
県
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
協
会
の
後
援
を
い
た
だ
き
、

「
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
ウ
オ
ー
ク
」

を
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
風
景
街
道
推

進
協
議
会
と
市
の
主
催
で
開
催
し

ま
し
た
。
大
阪
な
ど
県
外
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
貫
之
、
元
親
、

龍
馬
ゆ
か
り
の
地
を
歩
い
て
、
豊

か
な
自
然
と
人
、
食
に
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
に
、
「
地
産
地
消
ご

め
ん
の
軽
ト
ラ
市
」
や
「
土
佐
日

記
つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
、
本
市
の
秋
を
彩
り
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
に
は
、
東
屋
が
建
築

さ
れ
た
才
谷
龍
馬
公
園
で
、
６
年

ぶ
り
に
才
谷
村
龍
馬
祭
が
坂
本
龍

馬
才
谷
保
存
会
の
主
催
で
復
活
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
か
ら
、
市
内
10
店
舗

で
『
シ
ャ
モ
鍋
』
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
各
店
ご
と
に
料
理

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
の
で
、

各
店
そ
れ
ぞ
れ
の
味
が
楽
し
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

「
南
国
市
に
来
れ
ば
、
『
シ
ャ
モ

鍋
』
な
ど
の
シ
ャ
モ
料
理
が
食
べ

ら
れ
る
」
な
ど
、
食
と
観
光
を
織

り
交
ぜ
た
、
「
地
産
来
消
」
と
い

う
新
た
な
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

義
務
化
の
期
限
迫
る

　

来
年
６
月
か
ら
義
務
化
と
な
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

は
、
本
年
６
月
の
時
点
で
全
国
平

均
58.4
％
で
す
が
、
本
市
の
９
月
時

点
で
の
推
定
設
置
率
は
40
％
前
後

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
に

は
留
守
宅
か
ら
聞
こ
え
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
警
報
音
に
近
所
の

住
民
が
気
付
き
、
火
災
を
未
然
に

防
い
だ
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま

た
、
市
広
報
に
も
掲
載
し
、
設
置

の
効
果
を
広
く
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
消
防
団
、

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

設
置
普
及
促
進
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

小
・
中
学
校
関
係

　

研
究
発
表
会

　

稲
生
小
学
校
で
は
「
算
数
科
」

の
自
主
発
表
、
北
陵
中
学
校
と
大

篠
小
学
校
で
は
県
指
定
で
あ
る

「
新
教
育
課
程
拠
点
校
」
と
し
て
、

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に

向
け
た
研
究
成
果
、
白
木
谷
小
学

校
で
は
市
教
育
研
究
所
の
研
究
協

力
校
と
し
て
、
「
生
活
科
・
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
の
取
り
組
み
、

香
南
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
大
湊

小
学
校
で
文
部
科
学
省
指
定
で
あ

る
「
英
語
教
育
研
究
開
発
学
校
」

と
し
て
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
系
統
性
を
も

っ
た
小
中
６
カ
年
の
取
り
組
み
の

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校

　

11
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
45

回
南
国
市
社
会
福
祉
大
会
で
は
、

三
和
小
学
校
と
久
礼
田
小
学
校
が

地
域
の
方
と
の
交
流
を
大
切
に
し

た
あ
い
さ
つ
運
動
や
清
掃
活
動
、

独
居
老
人
の
方
へ
の
「
ふ
れ
あ
い

の
手
紙
」
を
年
間
を
通
し
て
送
る

活
動
な
ど
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
体
験
活
動
を
通
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
が
評
価
さ

れ
、
「
南
国
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
校
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

両
校
の
児
童
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
行
う
上
で
、
大
き

な
励
み
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
と
学
童
ク
ラ
ブ
開
所

　

大
湊
小
学
校
「
み
な
と
学
童
ク

ラ
ブ
」
が
10
月
１
日
に
関
係
者
の

ご
尽
力
、
ご
協
力
に
よ
り
開
所
し

ま
し
た
。
こ
の
開
所
に
よ
り
、
市

内
小
学
校
全
校
に
放
課
後
な
ど
に

お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
健

や
か
な
居
場
所
づ
く
り
が
で
き
ま

し
た
。
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100周年記念祭

【５年】
地域の工場を訪ねました。
技術を高める努力や工夫を
している姿、ものづくりに
対する思いをしっかりと伝
えました。

【１年】
１年生になって８カ月、お
家の人や地域の方が温かく
見守ってくださいました。
成長した姿を元気よく発表
しました。

【２年】
西条八十と北原白秋の作品
を群読しました。みんなで
心を一つにして、リズムよ
く、元気に力強く発表しま
した。

岡豊小学校
 Okoh  Elementary  School 

100周年記念祭
 The 100th  anniversary  festival

　11月21日㈰に「OKO100フェスティバル」と「岡
豊小学校100周年記念祭」を開催しました。
　当日は好天に恵まれ、保護者や地域の方など、約
600人で100周年をお祝いしました。
　午前中は、「岡豊伝　いつまでも輝け　100年の歴
史」をテーマに、児童が合奏や生活科、社会科で調
べたことを元気よく発表しました。午後は、紅白の

もち投げから始まり、モニュメントの除幕式、再結
成された鼓笛隊の演奏、記念式典、岡豊小学校出身
の竹内藍さんや島崎和歌子さんのミニライブ、トー
クショーがありました。また、運動場では楽しい出
店もあり、子どもから大人まで楽しいひとときを過
ごしました。

【４年】
社会科で学習したことを環
境メッセージとして発表し
ました。環境を意識して生
活し、行動していくことが
大切ですね。

【３年】
岡豊町内をたくさん歩いて、
いろんな場所を発見しまし
た。地域の方も優しくて、
岡豊町はとてもすてきな所
です。

【６年】
学校の歴史（昔の給食や校
舎など）について発表しま
した。龍馬伝の合奏は、迫
力があり、心に響く合奏に
なりました。

【午前の部：OKO100フェスティバル】

100周年記念祭

岡豊小学校岡豊小学校
学 校 通 信
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【午後の部：岡豊小学校100周年記念祭】

モニュメント

再結成された鼓笛隊

出店（ＳＬ）

紅白のもち投げ 児童代表の言葉

植田豊実行委員長のあいさつ

竹内藍さんのミニライブ 島崎和歌子さんのトークショー

学 校 通 信

岡
豊
小
学
校
100
周
年
記
念
祭
に
参
加
し
て

岡
豊
小
学
校　

６
年　

刈
谷
の
の
か

　

11
月
21
日
㈰
に
、
「
Ｏ
Ｋ
Ｏ
100
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
「
岡
豊
小
学
校
100
周
年
記
念
祭
」
が
あ
り

ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、各
学
年
の
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
４
年
生
で
す
。
音
楽
祭
で
演
奏
し
た
「
天

国
と
地
獄
」
序
曲
の
演
奏
と
、
ゴ
ミ
の
分
別
や
環
境
の
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の

生
活
に
関
連
し
た
と
て
も
大
切
な
内
容
で
し
た
。
１
年
生
は
、
１
年
生
に
な
っ
て
初
め
て
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
２
年
生
は
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
群
読
を
し
ま
し
た
。
３
年
生
は
、
岡
豊
地
域
の
お
気
に
入
り
の
場
所
を
紹
介
し
ま
し
た
。

発
表
を
聞
い
て
い
る
と
、
「
あ
っ
、
こ
ん
な
所
が
あ
っ
た
ん
だ
」
「
今
度
行
っ
て
み
た
い
な
」
と
思

い
ま
し
た
。
５
年
生
が
、
社
会
科
で
地
域
の
工
場
見
学
で
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
た
後
、
６
年
生
の

発
表
に
な
り
ま
し
た
。
「
岡
豊
伝
」
で
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
調
べ
た
学
校
の
歴
史
と
龍
馬
伝
の

曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
100
年
の
学
校
の
歴
史
を
発
表
し
た
の
で
、
な
つ
か
し
く
聞
い
て
い
た
人
も
い

た
と
思
い
ま
し
た
。
龍
馬
伝
の
演
奏
は
、
最
高
の
演
奏
が
で
き
て
練
習
の
成
果
が
出
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
100
周
年
記
念
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
に
鼓
笛
隊
が
「
校
歌
」
と
「
錨
（
い
か
り
）

を
上
げ
て
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
あ
っ
て
「
な
つ
か
し
い
な
ぁ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
が
終
わ
り
、岡
豊
小
学
校
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
竹
内
藍
さ
ん
と
タ
レ
ン
ト
の
島
崎
和
歌
子
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
竹
内
藍
さ
ん
の
美
し
い
声
が
印
象
的
で
し
た
。
島

崎
和
歌
子
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
龍
馬
伝
の
こ
と
や
番
組
の

共
演
者
の
こ
と
な
ど
を
土
佐
弁
で
楽
し
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
島
崎
和
歌

子
さ
ん
は
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
き
れ
い
だ
っ
た
け
ど
、
笑
い
声
は
テ
レ
ビ
で

見
る
ま
ま
で
し
た
。
と
て
も
明
る
く
元
気
な
人
で
し
た
。

　

今
日
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
地
域
の
方
や
卒
業
生
、
先
生
た
ち
と

100
周
年
の
お
祝
い
が
で
き
ま
し
た
。
100
年
に
一
度
の
記
念
祭
、
私
た
ち
も
参

加
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
岡
豊
小
学
校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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三和小学校
　学校教育目標
一人一人の個性と能力の伸長に努め、
　　健康で心豊かな児童の育成を図る

　目指す子ども像
『やさしく・かしこく・たくましく』
やさしく……自分や友達を大切にする子ども
かしこく……自ら学び、自ら考えて行動する子ども
たくましく…自ら鍛え、粘り強い子ども

　目指す学校像
活気ある学校………やる気・根気・元気
楽しく学べる学校…わかる・できる・つながる
安全で美しい学校…安全・安心・美しい

　三和小学校は、南国市の南部に位置し、校区の南
は太平洋に面しています。学校は１㎞先をも見渡せ
る田園地帯にあり、田を渡る四季折々の風の中、142
名の児童が登校しています。
　本校は、浜改田・里改田・片山の３地区からなり、
一つに和して発展しようという歴史があります。そ
のことが校章にも表れています。
　また、旧校舎の一部に開成館（現小津高北西隅に
移転）が使われていたことでも知られています。

　研究主題
わかる　できる　つながる　わくわく授業づくり

～『かかわり』と『つながり』を大切に、進んで学び合える子どもを育てる～

本年度の重点目標
⑴　基礎基本の定着と学力の向上を目指した『学び』
　　の確立
⑵　特別支援教育・福祉教育を根幹に据えた人権教
　　育・道徳教育の充実
⑶　望ましい食習慣を形成する食育の推進
⑷　あらゆる活動の源である体力向上の推進
⑸　互いの生命を大切にする健康・安全教育の充実
⑹　家庭・地域との連携を取り入れた教育環境の充実

研究の柱
⑴　授業への集中・興味・関心の高揚
　　　　　　　　　　　　　（導入の工夫）
⑵　個人の学習の協同化・個の考えの擦り
　　合わせを通して学び合える授業の創造　
　　　　（一斉学習やグループ学習の工夫）
⑶　『教える』から『共に学び合う力』へ　
　　　　　　　　　　　　（つなぎの工夫）

やさしく かしこく たくましく

入学おめでとう ６年生がお世話 授業風景 春の遠足 面倒見のよい上級生

やさしく かしこく たくましく

三和小学校
学 校 通 信
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食育　田植え体験 宿泊学習　自然体験 南国市小学生水泳記録会

大運動会 南国市小学生陸上記録会 ＮＨＫ高知放送局訪問学習

福祉弁当づくり
一人暮らしの地域の方に

南国市小学生駅伝競走大会
連年の上位入賞

マラソン大会
保護者がペースメーカー

資源回収　
４ｔ車に新聞紙満載

愛校作業　
高所作業車で枝切り

物品販売　
体育館で仕分け作業

ふれあい参観日
地域の方が講師  親子で学ぶ

親子キャンプ　
保護者も楽しむ本格的な肝試し

親子スキー教室
大山スキー場

ＰＴＡ活動
地 域 支 援

　保護者はポジティブでエネルギッシュです。学校に対して協力的で、
児童の自尊感情・自己肯定感をはぐくむＰＴＡ活動が行われています。
また、地域には教育力があり、地域ぐるみで児童を守り育てています。

ＰＴＡ活動
地 域 支 援
ＰＴＡ活動
地 域 支 援

学 校 通 信
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市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
は
、
土
佐
弁
を
か
な
り
知
っ
て
い
な
い
と
難
し
い
問
題
で
し
た
。

11／７　第15回土佐日記つらゆき時代まつり
　11月３日～７日、商工会主催の「第15回土佐日記つら
ゆき時代まつり」が開催されました。
　最終日の７日には、比江の紀貫之邸跡で「門出の祭り」、
前浜公民館で「船出の祭り」が行われました。時代まつ
りのメーンの「時代行列」は雨のため、比江と前浜が中
止となり、後免町商店街周辺のみ
で行われました。紀貫之役の柳川
喬則さん（高知市）と紫式部役の
山岡真衣さん（田村）が市女笠（い
ちめがさ）や供奉（ぐぶ）らを伴い、
平安絵巻を再現しました。また、
商工会館東側特設会場では、もち
投げなどが行われ、訪れた人を楽
しませていました。

▲11／９　市長と市政を語る会
「後免地区」　（後免町公民館）

▲11／13　大篠保育園10周年記念
式典　　　　　　（大篠保育園）

▲11／７　地産地消ごめんの軽ト
ラ市　　　　（後免町商店街）

▲11／13　第15回南国市小学生駅
伝競走大会
　　　（スポーツセンター周辺）

▲11／６　食べる喜び健康づくり
「男子厨房に入ろう」
　　　　　　（保健福祉センター）

▲11／12　2010年度高知大学物部
地区外国人留学生交流懇親会　
　　　　　　　（西島園芸団地）

▲11／19　高知農業高校創立120周
年記念事業で男子ハンマー投げ
五輪金メダリストの室伏広治さ
んが講演　　（高知農業高校）

▲11／19　第49回南国市音楽祭　
　　　　　　　（大篠小学校）

▲11／14　第11回才谷村龍馬祭　
　　　　　　　（才谷龍馬公園）

今よみがえる平安絵巻今よみがえる平安絵巻
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市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
、
方
言
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。
娘
が
「
何
？
」
っ
て
言
う
の
で
、
説
明
し
た
ら
「
へ
ぇ
ー
」
と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

▲11／21・22　第11回稲生ふれあ
い文化祭2010
　　　　　　（稲生ふれあい館）

▲11／20・21　第１回岡豊ふれあ
い総合文化祭
　　　　　　（岡豊ふれあい館）

▲11／22　市長と市政を語る会後
の懇親会「奈路地区」
　　　　　　　　　（奈路公民館）

▲11／21　市長と市政を語る会
「前浜地区」　　（前浜公民館）

▲11／20　みなと学童クラブ開所
式　　　　　　（大湊小学校）

▲11／25　市長と市政を語る会
「久礼田地区」
　　　　　　　（久礼田公民館）

▲12／１　南国市共通商品券「エ
コエコ」販売スタート
　　　            　　 （商工会館）

▲11／30　2010年度高知大学医学
部外国人留学生等交流懇談会　
　（高知大学医学部付属病院）

▲11／30　南国市国際交流協会が
第15回県文化環境功労者表彰受
賞の報告　　　　　（市役所）

歴史の節目を祝う歴史の節目を祝う
11／21　岡豊小学校100周年記念祭
　11月21日、岡豊小学校で「100周年記念祭」が開か
れ、児童や地元住民ら約600人が節目を祝いました。
　午前中は児童が学年ごとに学習の成果を発表しま
した。午後はもち投げや記念モニュメントの除幕式、
式典などを開催。モニュメントは美術作家の武内光
仁さん（白木谷）が制作しました。式典前には、10

代から50代までの卒業生約50人が参加
した鼓笛隊が、校歌や「錨（いかり）
を上げて」を演奏しました。式典後、
同校卒業生のシンガー・ソングライタ
ーの竹内藍さんのミニライブ（３曲）
や、タレントの島崎和歌子さんのトー
クショーが行われ、大いに盛り上がり
ました。
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464

【第463回解答】 【第463回当選者】
川西　泰弘（大埇甲）
公文　　修（大埇甲）
島﨑　圭子（大埇甲）
黒木　秀子（後免町）
岩内真由美（領　石）

■応募締切／１月14日㈮必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

春美、夏美、秋美、冬美さんが年始のあい
さつに来ました。ａ～ｄは誰でしょう？

★応募総数／36通　　★正 解 率／97％

イラレル 市
民
か
ら
の
お
便
り

脳
ト
レ
の
た
め
、
毎
月
親
子
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
難
問
を
希
望
し
ま
す
。

　①春美さんと秋美さんは隣り合わせ
　②春美さんはリボンをしていない
　③秋美さんと夏美さんは隣り合わせ
　④冬美さんは角顔ではない

① ④ ③

⑤

C

②

A
⑥

D

B

⑦

ア メ ツ タ

イ レ イ マ

ツ ク ナ ル

ラ サ ン カ

ａ b c d

タイムカプセル～時を超えた声援～

３

　

高
校
卒
業
を
控
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅

立
ち
を
目
前
に
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、

保
育
園
卒
園
時
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
開
け
た
時
の
こ
と
で
す
。

　

ふ
た
を
開
け
る
と
、
十
数
年
の
時
を

経
て
、子
ど
も
た
ち
の
『
宝
物
』
が
次
々

に
取
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
愛
用
し

て
い
た
お
も
ち
ゃ
や
塗
り
絵
、
自
画
像

な
ど
が
見
つ
か
る
た
び
に
、
子
ど
も
た

ち
の
顔
は
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
輝
き
「
い

や
ぁ
、こ
ん
な
の
入
れ
ち
ょ
っ
た
ね
ぇ
」

「
こ
の
お
も
ち
ゃ
覚
え
ち
ゅ
う
！
」
な

ど
、
興
奮
し
た
声
が
辺
り
に
広
が
り
ま

し
た
。
大
き
く
成
長
し
た
身
体
で
無
邪

気
に
は
し
ゃ
ぐ
そ
の
様
子
が
、
幼
い
こ

ろ
の
姿
と
重
な
り
、
私
は
、
懐
か
し
い

思
い
で
そ
の
光
景
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
家
族
か
ら
の
手
紙
が
取
り

出
さ
れ
る
と
、
次
第
に
歓
喜
の
声
は
静

ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

手
紙
を
読
み
始
め
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
私
は
、
数
人
の
子

ど
も
が
泣
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
あ
る
子
ど
も
は
、
亡
く
な
っ
た

祖
父
か
ら
の
手
紙
に
、
ま
た
あ
る
子
ど

も
は
、
母
親
か
ら
の
手
紙
に
涙
を
流
し

て
い
ま
す
。
話
を
聞
く
と
、
最
近
は
、

母
親
と
意
見
の
衝
突
が
多
く
、
き
ち
ん

と
話
を
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

お
そ
ら
く
、
手
紙
か
ら
、
母
親
が
自
分

の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
大
切
に
思
っ
て
い

た
の
か
を
知
っ
て
、
気
持
ち
が
抑
え
ら

れ
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
子

ど
も
は
、
し
ば
ら
く
泣
き
続
け
、
そ
の

周
り
に
は
、
他
の
子
ど
も
た
ち
が
自
然

と
寄
り
添
っ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
か
ら
取
り
出
さ
れ

た
『
宝
物
』
に
は
、
当
時
の
思
い
出
と

と
も
に
家
族
か
ら
の
エ
ー
ル
が
詰
ま
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

人
は
、
誰
か
を
守
り
、
誰
か
に
守
ら

れ
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
「
大
き
く

成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
時
を
超
え

た
声
援
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

明
日
へ
踏
み
出
す
た
め
の
糧
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

『
宝
物
』
を
手
に
し
て
帰
る
子
ど
も

た
ち
を
見
送
り
な
が
ら
、
私
自
身
も
温

か
い
『
宝
物
』
を
も
ら
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
あ
な
た
と
あ
な

た
の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
啓
発
広
報
委
員
会

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で
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仕
事
は
農
業
で
、
シ
シ
ト
ウ
と
シ
ョ
ウ
ガ

を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
作
っ
て
い
ま
す
。
シ

ョ
ウ
ガ
を
収
穫
す
る
５
～
７
月
が
一
番
忙
し

い
時
期
で
す
。
農
業
を
始
め
て
約
30
年
に
な

り
ま
す
が
、
丸
一
日
は
休
み
に
く
い
で
す
ね
。

　

趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン
。
次
男
が
小
学
校
２
年

の
こ
ろ
、
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
を
し
て
い
る
の

を
見
て
、
私
も
一
緒
に
走
り
出
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
13
年
に
な
り
ま
す
。
毎
日
欠
か

さ
ず
、
家
の
近
所
を
走
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
は
年
間
10
回
ほ
ど
出

場
し
て
い
ま
す
。
２
月
に
は
、
県
外
に
い
る

長
男
と
初
め
て
親
子
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
丸

亀
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
）
に
出
場
し
ま
す
。

　

「
毎
年
元
旦
に
行
わ
れ
て
い
る
瓶
岩
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
昨
年
50
歳
以
上
の
部
で
優
勝
し
た
」

と
中
沢
さ
ん
。
連
覇
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

夫
と
子
ど
も
３
人
の
５
人
家
族
で
す
。
南

国
市
に
住
み
始
め
て
３
年
目
。
こ
こ
は
、
近

所
の
人
が
皆
親
切
で
優
し
く
、
親
せ
き
の
よ

う
に
接
し
て
く
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
助
け

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
看
護
師
を
し
て
い
ま
す
。
学
生
の

こ
ろ
家
の
近
所
に
福
祉
施
設
が
あ
り
、
障
害

児
が
通
学
す
る
姿
を
見
て
何
か
人
の
役
に
立

ち
た
い
と
思
い
、
看
護
師
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
が
休
み
の
日
は
、
パ
ン
を
作
っ
た
り
、

家
の
前
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
野
菜
を

作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
家
の
片
付
け
で

１
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
笑
）。

　

「
子
育
て
が
落
ち
着
い
た
ら
、
夫
と
ま
た
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
い
で
す
」
と
武

市
さ
ん
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
く
だ
さ
い
ね
。　

近所の人たちに感謝

中
なかざわ

沢　昭
あきのり

典さん（十市）

武
たけ

市
いち

　直
なお

美
み

さん（田村乙）

市
民
か
ら
の
お
便
り

昨
年
は
親
子
ク
イ
ズ
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
よ
い
お
年
を
！

マラソン歴 13年

～共生社会を目指して～フライト・プラン障害者コーナー④フライト・プラン障害者コーナー④
　高知県を中心に甚大な被害をあたえるであろう
南海地震が、今後数十年以内に起こることが予測
されています。そのような災害の際、障害がある
方でも無事に避難できるような体制を確保するこ
とが重要な課題の一つです。
　大規模災害の際には、行政だけではどうしても
対応しきれない面がでてくるため、地域住民の皆
さんが協力して自分たちの命を守ることが重要に
なります。自己の安全確保について考えるととも
に、障害者などの支援を要する人たちへの対応に
ついても検討してみてください。障害がある人も
ない人も、地域の自主防災組織などが開催する訓
練や研修に積極的に参加し、災害への備えを充実
させましょう。

　障害がある方へのアンケート調査では、「災害
時に一人では避難できない」という方が３割を超
えています。避難ができない方への対応が重要な
課題であることが分かります。また、「災害時の
避難手段を確保していない」という方が７割を超

えていることから、一人で避難ができる方も、日
ごろから防災訓練などに参加して、災害時の行動
や避難経路などの確認を行い、避難手段を確保す
ることが重要だと考えられます。
　行政と地域住民との連携をさらに強化して、災
害の被害を最小限にとどめられるような体制を確
立していく必要があります。

＊「障害福祉に関するアンケート調査」集計結果

※お問い合わせは、福祉事務所社会係（☎８８０－６５６６）まで

質問項目「災害時に一人
で避難ができますか？」

人数 割合

①避難できる 585 39.5％
②避難できない 555 37.5％
③分からない 340 23.0％

質問項目「南海地震など
の災害時の避難手段を確
保していますか？」　　

人数 割合

①確保していない 1052 74.7％
②確保している 356 25.3％
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「新しい年に仲良く一番乗り」
澤本　英世（里改田）

市
民
か
ら
の
お
便
り

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
電
柱
が
立
ち
始
め
ま
し
た
。

　

市
民
課
支
所
（
領
石
・
岡
豊
支

所
）
、
電
話
交
換
業
務
な
ど
に
従

事
す
る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種

▼
一
般
行
政
事
務
（
支
所
）

▼
現
業
職（
電
話
交
換
業
務
な
ど
）

■
資
格

▼
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
４
級

ま
で
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

▼
自
力
に
よ
る
通
勤
が
可
能
で
、

介
護
人
な
し
で
通
常
事
務
遂
行

可
能
な
方

■
雇
用
期
間
／
１
年（
更
新
有
り
）

■
賃
金
／
日
給
６
千
500
円

■
就
業
時
間
／
６
時
間

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
南
国
市
臨
時

職
員（
身
体
障
害
者
対
象
）

■
申
込
締
切

　

１
月
31
日
㈪
（
消
印
有
効
）

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
職
員
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
１
）
ま
で

　

市
立
保
育
所
・
児
童
館
に
勤
務

す
る
臨
時
職
員
（
パ
ー
ト
含
む
）

を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種

▼
保
育
士（
保
育
士
登
録
済
み
者
）

▼
調
理
師

■
雇
用
期
間
／
数
カ
月
～
６
カ
月

以
内
（
更
新
有
り
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
保
育
士

証
写
し
添
付
）
を
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
市
立
保
育
所

臨
時
職
員

■
申
込
締
切

　

１
月
31
日
㈪
（
消
印
有
効
）

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
職
員
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
１
）
ま
で

㈱
道
の
駅
南
国
臨
時
職
員

■
職
務
内
容
／
道
の
駅
南
国
「
風

良
里
」
の
事
務
管
理
、
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

■
募
集
人
員
／
１
名

■
雇
用
期
間

　

２
月
～
平
成
24
年
１
月

＊
期
間
満
了
後
、
両
者
の
同
意
に

よ
り
正
社
員
と
し
て
雇
用
契
約

を
結
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
資
格
／
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
方

■
賃
金
／
南
国
市
臨
時
職
員
賃
金

表
に
基
づ
く
額

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
１
月
14
日
㈮

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

㈱
道
の
駅
南
国

（
〒
７
８
３
・
０
０
５
２

南
国
市
左
右
山
102
・
１

☎
８
８
０
・
８
１
１
２
）
ま
で

地
産
地
消
ご
め
ん
の

軽
ト
ラ
市
出
店
者

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
や
ミ
ニ
バ
ン
な
ど

の
荷
台
で
農
産
物
、
海
産
物
、
加

工
食
品
な
ど
を
販
売
す
る
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
６
日
㈰
午
前
９
時

　

～
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

■
と
こ
ろ
／
後
免
町
商
店
街

■
募
集
台
数
／
30
台

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考

■
出
店
料
／
１
千
円

■
申
込
方
法
／
商
工
会
に
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
１
月
20
日
㈭

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
商
工
会
内

「
地
産
地
消
ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市
」

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
８
６
４
・
３
０
７
３
）
ま
で

　「広報なんこく」に掲載する有料広告を募集して
います。
■広告掲載者および内容／掲載者は市内に事業所を
　有する事業者とします。内容は法令などに違反な
　く、公益上支障がないもの、そのほか、「南国市
　広報紙発行規則」によります。
■申込方法／所定の申込書で完成版下原稿またはデ
　ータを添えて、お申し込みください。
■備考／広告の掲載は申込順とします。

■広告の規格および掲載料

＊掲載は、３カ月・６カ月・12カ月連続とする。

※申込先・お問い合わせは、企画課秘書広報係
（☎８６３－２１１１　内線 ４０３）まで

　サイズ
（縦×横）

掲　載　料
３カ月 ６カ月 12カ月

4.6㎝×8.0㎝ 30,000円 57,000円 108,000円

4.6㎝×17.0㎝ 60,000円 114,000円 216,000円

規格

  Ａ

  Ｂ

「広報なんこく」有料広告
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市
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か
ら
の
お
便
り

中
学
校
給
食
に
賛
成
で
す
。
一
日
も
早
い
実
現
を
望
ん
で
い
ま
す
。
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第
49
回

南
国
市
駅
伝
競
走
大
会

■
と
き
／
２
月
６
日
㈰

　

受
付
…
午
前
８
時
～

　

ス
タ
ー
ト
…
午
前
９
時
40
分
～

（
雨
天
決
行
）

■
集
合
場
所
／
香
長
中
学
校

■
コ
ー
ス
（
６
区
間
）

　

香
長
中
学
校
～
芦
ヶ
谷
～
十
市

石
土
池
～
浜
改
田
～
ト
リ
ム
広

場
～
前
浜
～
香
長
中
学
校

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切

　

１
月
21
日
㈮
午
後
５
時

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
６
５
・
８
０
１
５
）
ま
で

南
国
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
人
、

日
ご
ろ
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る

人
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
／
２
月
11
日
㈮

　

午
前
９
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
種
目

▼
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

（
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
物
を
乗
り
越

え
て
、
タ
イ
ム
を
競
う
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
感
覚
の
ス

ポ
ー
ツ
）

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
円
盤
を
ポ

イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
目
が
け
て
転
が

し
得
点
を
競
う
、
カ
ー
リ
ン
グ

に
似
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
）

■
対
象

▼
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

小
学
生
限
定
・
個
人
参
加
可

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

　

小
学
生
以
上
・
３
名
１
組

■
参
加
費
／
無
料

■
表
彰
／
上
位
入
賞
チ
ー
ム
ほ
か

（
賞
品
有
り
）

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
種
目
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
１
月
31
日
㈪

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　
　

８
８
０
・
６
２
０
１
）
ま
で

国
際
交
流
講
座

◆
英
会
話
・
初
級
入
門
コ
ー
ス

　

あ
い
さ
つ
の
言
葉
や
天
気
の
表

現
の
仕
方
な
ど
を
基
礎
か
ら
学
び

ま
す
。

■
と
き
／
１
月
24
日
㈪
～
２
月
28

日
㈪
の
毎
週
月
曜
日（
全
５
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時

＊
２
月
７
日
㈪
を
除
く

■
と
こ
ろ
／
中
央
公
民
館

■
講
師
／
市
内
小
中
学
校
勤
務
Ａ

Ｌ
Ｔ
５
名

■
対
象
／
南
国
市
民
お
よ
び
市
内

勤
務
者
20
名

■
受
講
料
／
１
千
200
円

■
申
込
締
切
／
１
月
12
日
㈬

◆
英
会
話
・
中
級
コ
ー
ス

　

料
理
の
レ
シ
ピ
の
作
り
方
や
、

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
の
書
き

方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
と
き
／
２
月
２
日
㈬
～
３
月
23

日
㈬
の
毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）

午
後
３
時
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
市
内
中
学
校
勤
務
Ａ
Ｌ

Ｔ
４
名

■
対
象
／
南
国
市
民
お
よ
び
市
内

勤
務
者
20
名

男
女
共
生
社
会
づ
く
り

研
修
会

　

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
な
た

ら
し
く
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た

め
に
、
３
つ
の
話
題
を
お
届
け
し

ま
す
。

と　き 内容／講師

１月31日㈪
14：00～15：30

女性の雇用と就職の実態から考える
－少子高齢化・格差社会の問題点と
解決の方向－／池谷江理子（高知工
業高等専門学校総合科学科教授）

２月 7日㈪
14：00～15：30

私のイクメン奮闘記／山﨑真
（高知県中央東林業事務所）

２月14日㈪
14：00～15：30

あなたらしく働くために／横山定子
（特定非営利活動法人こうち男女共
同参画ポレール理事）

学
校
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

市
立
図
書
館
で
は
、
南
国
市
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
学
校
図
書
館
の
環
境
整

備
を
図
る
た
め
、
本
の
補
修
実
技

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　

１
月
12
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ

　

香
長
中
学
校
南
舎
２
階
図
書
館

■
講
師
／
浜
田
倭
子
（
元
高
知
市

　

民
図
書
館
副
館
長
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
締
切
／
１
月
11
日
㈫

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
図
書
館

（
☎
８
６
３
・
０
４
６
９
）
ま
で

■
と
こ
ろ　

　

市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
参
加
費
／
無
料

■
備
考
／
１
講
座
の
み
の
受
講
可

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

＊
高
校
生
程
度
の
英
語
力
が
必
要

■
受
講
料
／
２
千
円

■
申
込
締
切
／
１
月
24
日
㈪

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
コ
ー
ス
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　
　

８
８
０
・
６
２
０
１
）
ま
で
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INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION

市
民
か
ら
の
お
便
り

年
始
に
向
け
て
や
る
べ
き
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
の
に
、
体
が
動
か
ず
。
12
月
に
入
る
と
少
し
ず
つ
片
付
け
よ
う
と
毎
年
思
う
の
で
す
が
…
。

日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

1／11 火 久礼田保育所 
　10：25 ～ 10：45

久礼田西公民館 
　10：55 ～ 11：15

後免野田小学校 
　12：50 ～ 13：35

たちばな幼稚園 
　14：00 ～ 14：20

奈路小学校 
　14：45 ～ 15：20

奈路公民館 
　15：25 ～ 15：45

12 水 里保育所 
　10：20 ～ 10：40

稲生小学校 
　12：50 ～ 13：30

白山荘 
　13：40 ～ 14：10

稲生保育園 
　14：20 ～ 14：40

かりやストア前 
　14：45 ～ 15：05

土佐厚生会国府寮 
　15：30 ～ 16：00

13 木 長岡東部保育園 
　10：20 ～ 10：40

十市小学校 
　12：50 ～ 13：35

緑ヶ丘 2 丁目 
　14：10 ～ 14：30

県住十市団地 
　14：35 ～ 15：15

あとむ幼稚園 
　15：20 ～ 15：50

14 金 札場バス停前 
　10：20 ～ 10：40

丸十園芸組合前 
　10：45 ～ 11：05

阿戸公民館 
　11：10 ～ 11：30

日章小学校 
　13：10 ～ 13：40

立田消防屯所南側 
　14：10 ～ 14：30

タマリン館 
　14：40 ～ 15：00

大篠小学校 A 
　15：25 ～ 16：25

18 火 あけぼの保育所 
　10：20 ～ 10：40

大湊保育所 
　10：50 ～ 11：10

寶生寺 
　11：15 ～ 11：35

香長中学校 
　13：00 ～ 13：20

白銀荘 
　14：05 ～ 14：25

大篠保育園 
　14：35 ～ 15：05

大篠小学校 B
　15：25 ～ 16：25

19 水 後免野田保育園 
　10：20 ～ 10：40

岩村ふれあいセンター 
　10：55 ～ 11：15

香南中学校 
　12：50 ～ 13：10

高知高専宿舎 
　13：25 ～ 13：45

高専切正寮 
　13：50 ～ 14：10

グループホームワルツ 
　14：25 ～ 14：55

20 木 吾岡保育園 
　10：30 ～ 10：50

南海学園 
　10：55 ～ 11：15

国府小学校 
　13：00 ～ 13：30

ケアハウスたんぽぽ 
　14：10 ～ 14：40

医学部中島宿舎 
　14：50 ～ 15：10

ひまわり幼稚園 
　15：35 ～ 16：05

21 金 蒲原県営住宅 
　10：15 ～ 10：35

医学部蒲原宿舎 
　10：40 ～ 11：00

鳶ヶ池中学校 
　13：10 ～ 13：30

白木谷小学校 
　13：50 ～ 14：20

希望が丘分校 
　15：00 ～ 15：30

25 火 土佐希望の家 
　10：10 ～ 10：25

国府保育所 
　10：35 ～ 10：55

三和小学校 
　12：50 ～ 13：40

浜窪市営住宅 
　14：00 ～ 14：20

南部営農センター 
　14：30 ～ 14：50

浜改田公民館 
　15：00 ～ 15：40

26 水 長岡西部保育所 
　10：20 ～ 10：40

岡豊保育所 
　10：50 ～ 11：10

長岡小学校　　 
　13：00 ～ 13：40

長岡農協 
　13：50 ～ 14：10

南陣山公民館 
　14：20 ～ 14：40

27 木 明見保育所 
　10：15 ～ 10：35

星神社前 
　10：40 ～ 11：00

久礼田小学校 
　12：50 ～ 13：35

植野公民館 
　14：10 ～ 14：30

定林寺公民館 
　14：50 ～ 15：10

北陵中学校 
　15：45 ～ 16：05

28 金 十市保育園 
　10：30 ～ 11：00

大湊小学校
　11：15 ～ 11：45

岡豊小学校　　 
　13：00 ～ 13：30

ＪＡ三和支所 
　14：15 ～ 14：35

第
12
回
お
な
が
ど
り
カ
ッ
プ

■
と
き

　

２
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

■
申
込
方
法
／
福
祉
事
務
所
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
２
月
４
日
㈮

■
備
考
／
ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
卓
球
大
会
南
国
市
長
杯

平
成
23
年
消
防
出
初
め
式

　

消
防
出
初
め
式
で
は
、
消
防
団

の
模
範
操
法
や
人
員
服
装
点
検
、

車
両
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
の
園
児
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
も
行
わ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　

１
月
６
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
吾
岡
山
文
化
の
森
市

民
の
広
場
臨
時
駐
車
場

＊
雨
天
時
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※
お
問
い
合
わ
せ
は

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
８
６
３
・
３
５
１
１
）
ま
で

国
分
川
の
シ
バ
焼
き

　

今
年
も
春
を
告
げ
る
国
分
川
の

シ
バ
焼
き
と
清
掃
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
作
業
終
了
後
に
は
七

草
が
ゆ
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
２
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

＊
雨
天
の
場
合
は
２
月
13
日
㈰

■
集
合
場
所

　

Ａ
コ
ー
プ
く
れ
だ
広
場
、
国
分

橋
北
、
国
分
橋
南
、
岡
豊
橋
南

※
お
問
い
合
わ
せ
は

環
境
課
環
境
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
７
）
ま
で

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

森
の
音
楽
会

　

美
し
い
悠
久
の
調
べ
を
聴
き
な

が
ら
、
自
然
と
人
と
の
共
生
や
生

態
系
の
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　

１
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
県
森
林
総
合
セ
ン
タ

　

ー
情
報
交
流
館
（
香
美
市
土
佐

　

エ
ス
ニ
ッ
ク
ア
ト
リ
エ 

＆ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ

　

山
田
町
大
平
80
）

■
出
演
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
ア
ト
リ
エ

（
香
美
市
出
身
の
竹
崎
泰
永
さ
ん

　

を
含
む
３
人
の
メ
ン
バ
ー
）

■
入
場
料
／
500
円

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー
情
報
交
流
館

（
☎
０
８
８
７
・
５
２
・
０
０
８
７
）

ま
で農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ほ
ろ

ば
畑
」
の
入
店
方
法
を
変
更

　

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ほ
ろ
ば

畑
」
は
、
整
理
券
の
番
号
順
に
入

店
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

１
月
か
ら
入
店
時
間
の
指
定
と
整

理
券
の
配
布
枚
数
を
変
更
し
て
営

業
し
ま
す
。

■
実
施
日
／
１
月
11
日
㈫
～

■
整
理
券
配
布
開
始
時
間

　

午
前
10
時
30
分
～

■
入
店
時
間
／
時
間
指
定
可
（
午

前
11
時
、
正
午
、
午
後
１
時
）

■
整
理
券
配
布
枚
数

　

１
人
４
枚
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

農
林
課
地
産
地
消
推
進
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
９
）
ま
で
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平成22年国勢調査　　　　　
ご協力ありがとうございました

　

高
知
大
学
医
学
部
と
小
蓮
地
区

で
は
連
絡
協
議
会
の
協
定
を
結
び
、

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
蓮
公
民
館
健
康
相
談

と　き 内容／相談担当者

１月15日㈯ けが、傷の手当につい
て／辻井茂宏

１月22日㈯ 高血圧について
／次田誠

１月29日㈯ 高齢者のお世話
／片岡万里

■
時
間
／
午
後
１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ
／
小
蓮
公
民
館

■
参
加
費
／
無
料

廃院のミカエル　　篠田節子
歌舞伎町セブン　　誉田哲也
東慶寺花だより　井上ひさし
追悼者　　　　　　　折原一
伏　　　　　　　　桜庭一樹
ふゆねこ　　　　こみねゆら
ぼくの図書館カード　　　　
グレゴリー・クリスティ

さらば、シッコザウルス　　
服部千春

風をつかまえた少年　　　　
　ウィリアム・カムクワンバ
　　　　　　 　 　 ほか

毎週月曜日
１日㈯、２日㈰、28日㈮

１月の休館日■とき／１月20日㈭
　　　   10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前に電話で社会福祉協議会
　（☎８６３－４４４４）に予
　約してください。

子犬の譲渡会

人権・行政相談

無料法律相談

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

発生件数　　  ０件
建物　　　       ０件
山林　　　       ０件
その他　  　     ０件

《救急》
出動回数   185回
急病　  　 105回
交通事故　   18回
一般事故　　28回
その他　      34回

（11月分）

１月の納税は

人身事故件数 死者 負傷者
   22年11月
22年1月～11月

25件
304件

０人 27人
２人 347人

市県民税（４期分）・国保税（７期分）

《火災》

■とき／１月20日㈭
　　　　９：00～10：00
■ところ／中央小動物管理センター
※事前に電話で県中央小動物管理
　センター（☎８３１－７９３９）
　に連絡してください。

市
民
か
ら
の
お
便
り

年
の
瀬
は
慌
た
だ
し
く
、
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
時
こ
そ
落
ち
着
い
て
行
動
し
た
い
も
の
で
す
。

INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION

　平成22年10月１日現在で実施しまし
た平成22年国勢調査を、無事終えるこ
とができました。
　調査に当たり、市民の皆さまにご協
力いただき、誠にありがとうございま
した。人口速報については、広報でお
知らせします。
　これからも、各種統計調査へのご理
解とご協力をよろしくお願いします。

平成22年国勢調査　　　　　
ご協力ありがとうございました

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
の
補
助
金
額

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環

と
し
て
、
太
陽
光
発
電
を
普
及
支

援
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
も
引

き
続
き
補
助
す
る
こ
と
と
次
の
事

項
を
検
討
中
で
す
。

■
市
内
施
行
業
者
と
契
約
し
た
場

　

合
の
特
例
措
置

　

南
国
市
内
の
施
行
業
者
（
市
内

に
本
店
を
有
す
る
も
の
）
と
契
約

を
し
た
申
請
者
に
、
特
例
措
置
と

し
て
補
助
金
額
の
上
乗
せ
を
す
る

こ
と
を
検
討
中
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

環
境
課
環
境
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
７
）
ま
で

こ
う
ち
あ
っ
た
か

　
　
　

パ
ー
キ
ン
グ
制
度

　

２
月
１
日
ス
タ
ー
ト

　

県
で
は
、
公
共
施
設
や
商
業
施

設
な
ど
の
障
害
者
等
用
駐
車
場
の

適
正
利
用
を
図
る
た
め
、
利
用
証

を
交
付
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

■
交
付
対
象
者

▼
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神

　

障
害
、
発
達
障
害
、
要
介
護
認

　

定
、
難
病
な
ど
に
よ
り
移
動
に

　

配
慮
の
必
要
な
方

▼
け
が
、
妊
産
婦
な
ど
一
時
的
に

　

移
動
に
配
慮
の
必
要
な
方

■
申
請
受
付
／
１
月
４
日
㈫
～

■
申
請
窓
口

▼
県
障
害
保
健
福
祉
課

▼
県
中
央
東
福
祉
保
健
所

▼
南
国
市
福
祉
事
務
所

　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神

　

障
害
、
発
達
障
害
、
難
病

▼
南
国
市
長
寿
支
援
課

　

要
介
護
認
定

▼
南
国
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

妊
産
婦

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
障
害
保
健
福
祉
課

（
☎
８
２
３
・
９
６
３
４
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

小
蓮
地
区
自
治
会　

唐
岩
知
生

（
☎
８
６
６
・
４
７
７
８
）
ま
で
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20歳になったら忘れずに国民年金の加入手続きを

　国民年金は、老後の所得保障だけでなく、病気や
けがで重い障害が残ったときなどにも年金を支給し、
思いがけない人生の「万が一」もサポートする公的
年金制度です。国民年金は、国が責任をもって運営
していますので、支給される年金の半分の額が国の
税金から負担されるなど、有利で安心な制度です。
◎義務と権利
　日本にお住まいの20歳から60歳になるまでのすべ
ての方は、国民年金に加入して保険料を納付する義
務があり、年金を受け取る権利があります。
◎加入の手続き
　学生や自営業者などの方で、20歳になって第一号
被保険者となる方は、市民課年金係で直接、手続き
をしてください。
　サラリーマンや公務員の第二号被保険者の方や、
その第二号被保険者に扶養される配偶者の第三号被
保険者の方は、勤務先の事業所が加入手続きを行い
ますので、個別の手続きは必要ありません。
◎保険料の猶予・免除
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入
しなければなりません。しかし、学生の方は一般的
に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場
合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付
特例制度」があります。
　また、学生でない30歳未満の方の場合には、本人
および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年
金保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」
があります。

INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION
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耐震改修工事の補助金が　　　　　上乗せ30万円
　高知県では、市町村と協力し、所定の基準を満たす耐
震改修工事を行う木造住宅の所有者に60万円を限度とし
て、工事にかかった費用の一部を補助していますが、平
成22年度補正予算の成立により、国の緊急総合経済対策
として耐震改修工事の30万円上乗せ補助が実施されます。
　対象となるのは、公募開始日（平成23年１月予定）か
ら平成23年３月31日までの間に市町村で採択された耐震
改修工事です。
　ただし、平成23年３月31日以前であっても予算枠が無
くなりしだい、上乗せは終了します。

※お問い合わせは
　高知県土木部住宅課（☎８２３－９８５６）まで
　住宅耐震相談センター（相談料無料）
　（☎８２５－１２４０）まで
＊月～金　9：00～16：30

※お申し込みは
　都市整備課建築係（☎８８０－６５５８）まで

緊急総合経済対策による補助金の上乗せは、国の方針
により平成22年度限り（Ｈ23年３月31日まで）です。

H22年１月～３月なら！
H23年度からは…

　これらの制度の申請を行わず、保険料を未納にす
ると、病気や不慮の事故などにより障害が残った場
合に、障害年金を受けることができなくなります。
　就職などで収入が得られるようになった場合は、
将来受け取る年金を増額するため、10年以内であれ
ば保険料を納めることができる「追納制度」を利用
されることをお勧めします。
　申請手続きなど詳しくは、市民課年金係または南
国年金事務所にお問い合わせください。

平成22年分公的年金などの源泉徴収票を送付

　国民年金・厚生年金保険の「老齢年金」など、老
齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税法上「雑
所得」として所得税の課税対象となります。
　日本年金機構では、その年一年間の年金の支払総
額（平成22年２月定期支払分から平成23年１月随時
支払分まで）の「公的年金などの源泉徴収票」を作
成し、受給者全員に対し１月中に送付しています。
　年金のみの所得で源泉徴収される方は、原則とし
て所得税の確定申告をする必要はないこととなって
いますが、他に収入（給与や年金）がある場合や、
源泉徴収税額の還付を受けられる場合には確定申告
を行ってください。「源泉徴収票」はこの時の添付
書類の一つとして必要になります。
　なお、「障害年金」や「遺族年金」については非
課税ですので、「源泉徴収票」の送付はありません。

※お問い合わせは
　南国年金事務所（☎８６４－１１１１）まで
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※お問い合わせは
　環境課環境係（☎８８０－６５５７）まで

▲

可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ンは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。

▲

指定日の午前５時～８時までに出してください。▲

お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

＊空き缶（飲料）と他の金属は袋を別にしてください。

片山、里改田、田村

 日  曜

奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京
十市（北部）、緑ヶ丘、岩村
稲生
久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、久枝（開田）

領石、植野、久礼田、植田

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

後免町、野田
立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠住宅
東崎（東部）、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

６
５

１／4

10

14

12
11

13

15

19

17
18

21

20

24

26

22

27

25

水

火

金

木
水

火

木

月

金

水

月
火

月

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田、十市（南部）、成合、天行寺

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
久礼田、植田

国分、比江、左右山、岩村

西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

伊達野、大埇団地 

北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠１～２丁目、
８区（たちばな改良住宅・小籠住宅を含む）

稲吉、西窪、新川、東崎（西部）
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、久枝（開田）

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町

久枝（開田を除く）、下島、前浜

片山、里改田

7

6

5

1／4

8

13
12
11
10

14
15
17
18

20

19

24
22
21

2／１

27
26
25

火

火
月

月
土
金

水

月
土

水

木

水

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

国分、比江、左右山、北小籠
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

28

2
2／１

土

十市（北部）、緑ヶ丘

金

木
水

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

土
金

28

金

木

火
金
木

片山、里改田、浜改田、天行寺

木

水
火

木

土

浜改田
火
水

3 久枝（開田を除く）、下島、前浜木

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

火

日 曜  地　　　　区地　　　区

火

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

ビン・雑ごみ・ペットボトルの収集

７ 金
篠原、明見８ 土
立田

1月1日㊏～３日㊊はお休み
と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

１月17日

１月４日・18日

（第３月曜日）

（第１・３火曜日）

１月５日・19日
（第１・３水曜日）

１月10日・24日
（第２・４月曜日）

１月11日・25日
（第２・４火曜日）

１月12日・26日
（第２・４水曜日）

２月１日・15日
（第１・３火曜日）

１月６日・20日
（第１・３木曜日）
１月７日・21日
（第１・３金曜日）

１月15日
（第３土曜日）

１月13日・27日
（第２・４木曜日）

１月14日・28日
（第２・４金曜日）

１月８日・22日
（第２・４土曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

２月３日・17日
（第１・３木曜日）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、

山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野 稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、

山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、

下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

１月17日
（第３月曜日） 天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

1月1日㊏～３日㊊はお休み

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町 十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ
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。

　離乳食を作りながら、子育てについて情報交換
しませんか。当日は、母子保健推進員・託児ボラ
ンティアによる託児もあります。
■とき／１月25日㈫13：30～15：30
■ところ／保健福祉センター
■持参物／母子手帳、エプロン、三角巾、手拭き
タオル、筆記用具

■参加費／無料
■託児定員／15名
■申込方法／電話でお申し込みください。

ゆ
～離乳食講習会（初期・中期）～
う ゆ う 赤 ち ゃ ん

　環境省による「子どもの健康と環境に関する全国調
査（エコチル調査）」が、１月末から始まります。
　この調査は、環境中の化学物質が子どもの健康に与
える影響を全国10万人の妊婦さんにご協力いただき、
お子さんが13歳になるまで追跡調査をするものです。
　調査に協力いただく方には、妊婦健診時に少し多め
に採血や採尿を、出産後にさい帯血（へその緒の中の
血液）などを頂くほか、半年に１度程度の質問票への
記入や、お子さんの健診時に健診データの提供をお願
いします。
　１月末から３年間、高知市・南国市・四万十市・檮
原町にお住まいで、８月１日以降出産予定の妊婦さん
を対象に、協力医療機関で高知大学のスタッフが調査
の説明と参加へのお願いをしますので、ご協力をお願
いします。

環境省のエコチル用コールセンター（9：00～21：00）
　☎０１２０－５３５－２５２
環境省のエコチルＨＰ
　http://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.html
高知ユニットセンター（高知大学医学部内）ＨＰ
　http://kochi-ecochil.jp

　毎月１～２回の定期開催です。お正月太りの解消
に向け、一緒に運動してみませんか。毎回参加も１
回のみ参加も大歓迎です。申し込みは不要です。運
動しやすい服装でお越しください。
■とき
　１月11日㈫、25日㈫、２月８日㈫、22日㈫、
　３月８日㈫ 13：30～15：00
■ところ／スポーツセンター１階サブアリーナ
■内容／基礎代謝をアップする筋力トレーニング、
自宅でできるゆっくり体操、ウオーキング指導

■持参物／運動靴、バスタオル（床に敷く用）、飲み
物、健康手帳（お持ちでない方は当日発行します）

■参加費／無料

メタボ予防運動教室

食
育
の
集
い

　食育ボランティアと市民とが一緒に参加
する研修会を開催します。「地産地消」に
ついて、共に考えてみませんか。
■とき／２月15日㈫８：30～15：00
■ところ／保健福祉センター
■内容／直販所巡り、座談会
■対象／南国市民５名程度
■参加費／300円（昼食代を含む）
■申込締切／２月４日㈮

エコチル調査にご協力をエコチル調査にご協力を
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　次の方は、各種がん検診料が無料です。検診
受付時に申し出てください。
　70歳以上の方、身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、生活保
護世帯の方、記念検診対象の方

日 曜 当　番　医 電話
１／1 土 川本内科クリニック（駅前町）864-2543

　 2 日 南 国 厚 生 病 院（立　田）863-3030

　 ３ 月 宮 田 整 形 外 科（篠　原）863-5885

　 ９ 日 南 国 病 院（大埇甲）864-3137

　10 月 いちはら内科小児科（大埇甲）863-3915

　16 日 藤 原 病 院（大埇乙）863-1212

　23 日 南 国 中 央 病 院（後免町）864-0001

　30 日 山本循環器内科・眼科（駅前町）864-2575

２／6 日 あけぼの小児クリニック（田村乙）878-6611
＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できな
　い場合があります。

（変更する場合があります）

健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ
ポ リ オ（ 予 防 接 種 ）

全 地 区

１/18 火 13：30～14：00

保 健 福 祉 セ ン タ ー

４ か 月 児 健 診 １/27 木

13：00～14：00
1 0 か 月 児 健 診 １/20 木

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
１/ ６ 木
２/ ３ 木

３ 歳 ４ か 月 児 健 診 １/13 木

愛の献血 全 地 区 
（16～69歳）

１/ ７ 金 ９：30～11：30
12：30～16：00 南 国 市 役 所

１/11 火 ９：00～10：30 西 日 本 高 速 道 路 ㈱

１/26 水
13：30～15：00 ㈱ 栄 光 工 業
15：45～17：00 高 知 県 農 業 技 術 セ ン タ ー

子宮頸がん検診子宮頸がん検診

■とき／２月７日㈪、17日㈭
■ところ／なんごく産婦人科
■受付時間
　14：00、14：30、15：00、15：30、16：00
■対象／20歳以上の女性
■定員／先着20名（１日につき）
■検診料／800円
■申込受付開始／１月５日㈬

施設検診

（〒７８３－０００４  南国市大埇甲３２０
  ☎８６３ー７３７３）まで

　※この２ページの健診（一部を除く）などの
　　申込先・お問い合わせは
　　　　　　　　　　　　保健福祉センター

至市役所

ガソリン
スタンド

至　香南市レストラン

家具屋

至高知市 南国バイパス

保健福祉
　　センター ＪＡ車輌センター

後免町駅 葬祭場

広
域
農
道

約700m

☆ 休日在宅医

インフルエンザ予防接種
　65歳以上の方が対象となるインフルエンザ定
期接種の実施期間は、１月31日までです。２月
１日以降は接種費用の一部公費負担がありませ
ん（全額自己負担となります）。
　また、接種費用が免除される方（生活保護世
帯・非課税世帯）には、申請により「新型イン
フルエンザワクチン接種自己負担金免除証明書」
を交付しています。証明書の交付を受けずに医
療機関の窓口で接種費用を支払った場合は払い

戻しをしますのでお問い合わせください。ただ
し、免除、助成（払い戻し）とも、1月31日ま
でに接種した方が対象となります。

　インフルエンザワクチンが十分な有効性を維
持する期間は、接種後約２週間から５か月とさ
れています。インフルエンザの予防のために、
流行前に接種を済ませましょう。
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が

き

市 　の 　統　計交流人口

面　積　 125.35㎢
人　口　 49,403人（－ 45）
　男　　 23,544人（－ 24）
　女　　 25,859人（－ 21）
世帯数　 21,336世帯（－ 18）

高知自動車道
南国I.C.

入  133,338台
出  132,889台

高知龍馬空港
出発   57,881人
到着   58,643人

《11月分》

外国人登録者数
男 
女

登録国籍数

262人（＋　4） 
130人（＋　1）
132人（＋　3）

30カ国
　　　   （　）内は前月比      《平成22年11月30日現在》
出生数　  24人〔 男  14人・女  10人 〕 《11月分》

有権者数《平成22年12月２日現在》
　　　　　　　　　40,040人〔男  18,605人・女  21,435人〕
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「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

　このコーナーへの応募は、 写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」 係まで、
お送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

平成21年11月14日生まれ

大野　航平  くん （大埇甲）
おお の こうへい

これからも笑顔いっぱい元気で
お姉ちゃんと仲良く育ってね！

平成２１年１月17日生まれ

いつも元気いっぱいのたっくん。
強くて優しい男の子に育ってネ♥

平野　巧弥  くん （里改田）
ひら の

事
務
局
・
企
画
課
秘
書
広
報
係

たく み

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ヤ

プ
ラ
出
身
で
す
。
昨
年
９
月
、

二
人
の
息
子
と
一
緒
に
こ
ち

ら
へ
来
ま
し
た
。
先
に
高
知

大
学
医
学
部
で
研
究
し
て
い

た
夫
と
、
こ
こ
で
家
族
が
そ

ろ
い
ま
し
た
。

　

長
男
は
７
歳
で
岡
豊
小
学

校
へ
、
次
男
は
５
歳
で
岡
豊

保
育
所
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
小
学
一
、

二
年
生
は
学
校
が
午
前
10
時

ま
で
で
す
。
こ
ち
ら
で
は
授

業
が
午
後
ま
で
あ
り
、
給
食

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
給
食
の

制
度
は
い
い
で
す
ね
。
帰
国

し
た
ら
国
に
提
案
し
た
い
と

夫
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
連
絡
帳
で
息
子
の

様
子
が
分
か
っ
て
う
れ
し
い

で
す
が
、
分
か
ら
な
い
漢
字

が
あ
る
の
で
、
周
り
の
方
に

助
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
育
所
や
学
校
行
事
に
は
、

大
学
の
先
生
に
許
可
を
い
た

だ
い
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

先
日
の
岡
豊
小
学
校
100
周
年

記
念
祭
に
も
行
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
小
学

校
か
ら
制
服
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
は
上
が
白
色
、
下
が

赤
色
。
中
学
校
は
上
が
白
色
、

下
が
空
色
。
高
校
は
上
が
白

色
、
下
が
緑
色
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
雨
季

（
10
月
～
３
月
）
と
乾
季
が

あ
り
、
気
温
は
27
度
ぐ
ら
い
。

高
知
に
来
た
時
は
暑
さ
と
湿

度
不
足
に
困
り
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
は
免
疫
学
で
す
。

高
知
大
学
医
学
部
博
士
課
程

で
研
究
し
て
い
ま
す
。
国
で

は
運
動
不
足
、
低
繊
維
質
、

高
カ
ロ
リ
ー
摂
取
の
た
め
に

糖
尿
病
患
者
が
多
い
で
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
あ
る
種

の
海
藻
の
研
究

を
し
て
い
ま
す
。

帰
国
し
た
ら
、

パ
プ
ア
大
学
で

教
壇
に
立
ち
ま

す
。

）））給食を国に提案したい ）））

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
な
ん
こ
く
１
年
を
振
り

返
る
２
０
１
０
」
の
記
事
か

ら
、
私
の
独
断
と
偏
見
で
の

ベ
ス
ト
３
を
発
表
し
ま
す
。

１
位
「
シ
ャ
モ
鍋
」
、
２
位

「
ま
ほ
ろ
ば
畑
」
、
３
位
「
岡

豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
す
。

　

今
年
は
ど
ん
な
出
来
事
が

あ
る
の
か
な
。　
　
　
（
Ｙ
）

フェブリザ ドゥイランティ さん
（インドネシア）

高知大学医学部留学生インドネシア
共和国
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